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富岡特別支援学校 移行支援部 

No.１ 令和７年６月１日

（ ） 

 

○本校の「キャリア教育」について 

 本校のキャリア教育全体計画を裏面に載せましたのでご覧ください。このキャリア教育の計画や目

標のもと、児童生徒の発達段階に応じたキャリア発達を促していきます。 

小学部から高等部の日々の学校生活の中で学んでいることの一つ一つが将来につながっています。

できることや得意なことを徐々に増やしていき、可能性や選択肢を増やし広げていくことで、自立や自

己実現を目指していきたいと思います。 

保護者の皆様に関わる進路行事について 今年度もよろしくお願いいたします。ぜひご参加ください。 

○ＰＴＡ進路研修会 

以前、お知らせしましたとおり６月１８日（水）14:30～16:00 に富岡特別支援学校卒業生やご家族

の話を聞いたり、話し合ったりすることで、卒業後の進路に関する理解を深め、子どもの自立と社会

参加について考える会を開催します。卒業生やご家族、在校生の他の保護者の方に聞いてみたいこと

があれば、この機会に一緒に話し合いましょう。６月６日まで出席票を受け付けています。 

○「心と体の健康相談」 

 以前、お知らせしましたとおり７月１１日（金）に本校精神科校医による個別相談を受けられます。 

２０歳からの障害基礎年金受給のために、今から準備するとよいこと 

・親が申立書を記入するため、幼児期・小・中・高等部での様子をその都度書き留めておくこと。 

・主治医（精神科など）に定期的に通って様子を伝え、受給申請のための診断書を書いてもらえるよう

にしておくこと。 

社会生活で支援が必要な場面や家庭生活で声かけが必要な行動など、具体的に診断書を書いてもらう

ことが重要です。ぜひ本相談をご利用ください。６月２７日まで申込書を受け付けています。 

 
○Ｒ７新規福祉事業所の紹介 多機能型事業所 あにまーと 高崎市上豊岡町 566-13 

・サービス：生活介護、放課後等デイサービス、児童発達支援 

・支援時間：月曜〜金曜 生活介護 10:00～15:30、放デイ～17:00 

・支援内容：【午前】入浴（機械浴あり）【昼食】事業所内調理（胃ろう・きざみ対応可） 

      【午後】季節行事の壁画制作、洗濯物たたみ、散歩、買い物等 

・送迎：現状片道１時間以内可、生活介護の方の相談・調整可 

○Ｒ７新規福祉事業所の紹介 一般社団法人篤厚会 就労継続支援Ｂ型事業所 つむぎ  

・サービス：就労継続支援Ｂ型           富岡市七日市 195-3 

・支援時間：月曜～金曜 9:00～15:00 【昼食】事業所内調理 

・作業内容：【自主生産】食品加工グリッシーニ作り、 

皮加工、だるま製作、松ぼっくり加工 

 ・送迎：甘楽富岡安中周辺可 
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との連携

等

○自分の興味・関心に基づいて選択す

る。

○困っていることを態度で示す。

○自分の好きなことを選ぶ。

○分かったことを相手に伝える。

各教科、各教科等を合わせた指導

○学習活動に意欲的に取り組む。

○取り組んだ学習や活動の振り返りを行

う。

○やりたいことを何らかの手段で伝え

る。

各
教
科
等

日本国憲法

進路先や

関係機関

との連携

定着支援

道徳 特別活動（要） 自立活動
総合的な学習の時間

総合的な探究の時間

　小学部から高等部を通じて、自らの学習状況やキャリア形成を見通したり、振り返ったりしながら、自身の変容や成長を自己

評価し、主体的に学びに向かう力を育み、自己実現につなげていく。

キャリア・パスポート

児童生徒

保護者の願い

○教師に分からないことを聞く。

○作業完了の報告をする。

○教師や友達の話を聞き受け入れる。

　様々な学習活動(絹文化の学習を含む)

を通して、自己理解・他者理解を進め、目

標をもって取り組んだり、自ら考え選択し

たりしていくことで、社会的自立を目指す。

○友達と協力して学習や活動に取り組

む。

○いろいろな教師の援助を受けて活動す

る。

○教師の話を聞き活動する。

　様々な学習活動(絹文化の学習を含む)

を通して、基本的生活習慣や最後までや

り遂げる力、自分で物事に取り組もうとす

る意欲を育み、児童同士の関わりの中で

人間関係を広げていく。

○必要事項を正確に報告する。

○自分の仕事をやり通そうとする。 ○自分の仕事を一定時間集中して行い、

最後までやり通そうとする。

○高等部でやりたいこと、頑張りたいこと

を考える。

○取り組んだ学習や活動の振り返りを生

かす。

○家の手伝いや割り当てられた仕事､役

割に取り組む。

○作業学習や係活動などに、やりがいを

もって取り組む。

○果たすべき､仕事内容や役割を覚え、

見通しをもつ。

「いつも子どもを真ん中に」　「いのち　輝け」　「夢と希望を叶えよう」

○場に応じたやりとりをする。

○自分が得意なことや適性を見極める。

　中学部

○自分の好きなところを見付ける。

○挨拶や返事をする。

○友達と一緒に学習や活動に取り組む。

・自己の健康と能力を

理解する。

・他者との関わりを通し

てコミュニケーション能

力を養う。

・状況に応じて適切に対

応する。適切に支援を

求める。

高等部：①健康で前向きな生徒　②自ら考え、判断し、進んで学習に取り組む生徒　③ルールを守り、協働できる生徒　④目標をもち、最後までやり遂げる生徒

　将来の積極的な社会参加に向けて、児童生徒のもてる力を最大限に引き出し、一人一人のキャリア発達を促すこと
で、主体的に夢と希望を叶えられるよう支援する。

教育方針

小学部：①明るく元気に生活できる児童　 ②すすんで係活動ができる児童　③みんなとなかよくできる児童　 ④最後までがんばる児童

中学部：①健康で明るく生活できる生徒　②学習や作業に意欲的に取り組める生徒　 ③自分の役割を果たし友達と協力できる生徒

　　　　　 ④目標に向かい粘り強く取り組める生徒

キャリア教育の全体目標

○自分の思いを言葉で伝える。

○挨拶や返事を自分からする。 ○場に応じた挨拶や返事を自分からす

る。

○友達と協力して学習や活動に進んで取

り組む。

　小学部　
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能
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○仕事の目的を理解し、積極的に仕事に

取り組む。

○分からないことを認識し、周囲の人に分

からないことを質問する。

○自分なりの方法で、自分の思いを周り

に伝えようとする。

○環境に慣れる。

高等部

○自分と他者を区別する。

○身辺処理の技能を身に付ける。

○苦手な場面でも落ち着いて取り組む。○苦手なことを意思表示する。

心身ともに健康で、人と調和でき、もてる力を最大限に発揮して、積極的に社会参加できる児童生徒を育成する。

入学前

　小学部　 　中学部

○身辺処理の技能を高める。

○友達のよいところを見付け認める。

・学級活動や生徒会・

委員会活動を通して主

体的・意欲的に活動す

る。

・各学部卒業後を見通

した進路学習を計画

し、キャリア発達を促

すことで、適切な進路

選択をする。

・自己の生き方を追求

する学習を通して、自

己の生き方、在り方を

考え、課題を見つけ解

決する主体的、創造的

な態度育てる。

・望ましい職業観を養

い、勤労の貴さを知ると

ともに、充実した生き方

を追求する。

・道徳的な心情、判断

力、実践意欲と態度を

養う。

・自己の能力、適性について

理解や関心を深める。

・将来の社会生活に必要な

情報やスキルを獲得し、自

身の進路決定に役立てる。

・教科横断的な視点からキャ

リア教育を考える。

教育委員会の方針

　様々な学習活動(絹文化の学習を含む)

を通して、目標に向かって粘り強く、意欲

的に取り組む姿勢や体力を育み、役割を

果たし、友達と協力してやり遂げる経験を

積んでいく。

○自分なりの考えをまとめて相手に伝え

る。

○相手に応じた言葉遣いや場に応じたや

りとりをする。

○苦手なことを相手に伝える。

　　　　　　　　　　　　　　　　　令和７年度　キャリア教育全体計画          　群馬県立富岡特別支援学校

学　校　教　育　目　標

学校教育法

卒業後

高等部

教育基本法

目指す児童生徒像

○作業学習や係活動などに、やりがいや

責任感をもって取り組む。

・明るく元気な児童生徒　・自分から取り組む児童生徒　・みんなと協力する児童生徒　・精一杯頑張る児童生徒

各学部の目指す姿

学習指導要領

○基本的な身辺処理の技能を身に付け

る。

自

己
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理

能

力

○自分のよいところを見付け自信をもつ。

人

間

関

係

形

成

・

社

会

形

成

能

力

役割の理解

学ぶ・働くこと

の意義

課題遂行

夢や希望

将来設計

キーワード

○活動の振り返りを生かし、課題を克服し

ようと努力する。

○他者の立場を理解し、適切に振る舞う。

○場面に応じて選択したり、自分の選択

に責任をもったりする。

挨拶

協力

良好な

人間関係

意思表示

場に応じた言動

自己理解

（得意）

他者理解

自己管理

自己理解

（苦手）

課題対応

報告

自己選択

振り返り

○自分の仕事を一定時間集中して行い最

後までやり通す。

○卒業後の希望の進路を見つける。


